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サル赤血球の植物性寄集宋(PIIA)に対する

3型特異性に関する研究

水 芥 弧 (rl木/J二物科学研究所)

'TJI抑圧はニホンザル･TカJ/1)･'ル･ブタオザル･ミド

I)ザル･バクスの各亦lllLf求に対する改組st七を18相のマメ
利机物を含む41印のPIIAについて調査した｡

今咋政は14印のマメ科杭物を含む32柾のPHAについ

てペエガオザル ･ブクオザル･カニクイザル･オマキザ

ル･ギャラゴ･スローロリス･ムーア･アジルテナガザ
ル･シロテテナガザル･ヨザル･リスザル各1個体に対

する赤血球tuJミ性を調韮した.紙只は次のように区分さ
れた｡

1. すべてのサル赤血球に対して陽性の PIIA:イン

ゲン,エソドゥ,ソラマメ,カササギマメ.フジ,オジ

ギソウ,カワラケツメイ,シロユリ.アヤメ

2.すべてのサルb'J';Llrl球によIJして除牡の PJTA:アズ

午,七イコウハナズオウ.レンゲ.シソギク,ゴボウ.

ナガイモ,ヒマワT).･十･ユウリ,アサガ*.ハクサイ,

カブ

3.サル柿目口で荊ガ王比の只なるPltA:アオ17メ,ダ
イズ,ノリミ.16ササゲ,ネム.ヌスビトハギ, ソテ

ツ,オクラ,カンナ

今乱 1サル柾の調光ql放をふやすとともに調充サル
柾をふやし,サル種別の各PIIAに対する凝H!性に関す

る表の作成を急ぎたい｡また坪内変異の可能性のあるも

のについては詳細な枚対を行ないたい｡

霊長類の植物性荷集素 (PⅡA)反応に多変亙

解析的手法を用いた類縁関係の研究

伊藤 悦- (名大 ･農)l)

FS等動物において,多柾籾の枯物性凝袋菜(PHA)杏

用い,赤血球に対する凝災性が調査された結凪 一部の

PliAで柾内変異･柾問変異を示すものが知られるよう

になった｡霊長類においても,昨年度,共同利用研究員

であった水谷 (日生研)によって,そのようなPIIAが

放つか映索され.その反応バターンの多様性から.恭和
のサルRUにおける糊緑関係を追求するのに,PItAでも

-つの可舵比のあることが示された｡

今印度.6柾のサJt,(ニホンザル,カニクイザル,ア

カゲザル.ブタオザル.ベニガオザル,ミドリザル)す

べてについて調充されたPIIAの数は,13砧 (ツルナシ

インゲン,トウロクマメ,キントも ウズラマメ,カサ

1)呪作のJVr同 :岐中大･戊

サードマメ,フジ.ツルナシサンドインゲン,アカシア,

エンドウ,アカクローズ.オクラ,アズキ,ダイズ)に

;重し.折折mデータとして供された｡このうち,上記の

サル邦のrllで,柿間変只を示したのはダイズのみであっ

たOその紙,qlは,ミドリザルのみが陽性を示し,その他
の5和はすべて仏日:.であった｡

しかしながら.ダイズ1mのみでは,柿間の類縁関係
を,多変Irl解trr的手紙をmいて,より詳細に探るには,
解析用データとして十分と訂えないので,今年皮は,節

析も試験的段階に田めた｡ヰ後,抑Im変界を示す PHA

が数多く校索されるのを相ち.あわせて,PIIAの反応

パターンの多様性が.サルの矧相のlfl緑関係を推定する
のに,どれほど71-効かについて,検討を加えながら,柄

析に入る了･滋である｡

ニホンザルの胃虫の生活史に関する研究1)○ 町田 呂昭 (科博 ･動物)

ニホンザルにはいわゆる胃虫とよばれる線虫SLrePto-

2harErguSL･1'gmelltattLSが岩手生している0本線虫はSpi-

ruroidea目に屈し,その発育には中間宿主を必要とす

るが,これまで生活史についての研究はまったく行なわ

れていない.宮崎爪平氏における調査から次の成果を得

た｡

1.弱虫性rrl虫オオセンチコガネGeotruPeastLT'aLtLS,
およびコプマルエソマコガネ OnLhophagusaEn'pennl'S

およびクロマルエソマコガネ 0.0ltcT･の3柾は,円虫

の中間田立と推定される｡I:.r;nにおける50年5月の調充

では.オオセンチ合82.6%(19/23,爪粥'群生放165),
81000/o(5/5,118);37'?)I,%44.00/a(ll/25.167),

♀40.00/o(8/20.40);タロ17ル舌70.00/o(14/20,83),

♀92.30/a(24/26,72)に,また 7Jlの調光では,オオ

センチ♀loon(8/8,422),'コプマル合25.00/o(1/4,

16).i33.30/o(4/12.20);ク｡?A,i85.70/0(18/21,

45),♀86.7%(26/30.50)に.それぞれ円虫の改変幼

虫の怒iEを認めた｡

2. これらの被甥幼虫は,忘に研において飼育中のニ

ホンザル3好iに経口投与したが,現在までのところ感染

は成立していない｡したがって胃虫の生活史を完結する

には至らなかった｡

1) 荒水潤 (帝京大･医)･堀井押一郎 (宮崎大 ･瓜)

･松林桁明･千焚敏郎 (,京大.詔艮研)との共同
TLTF充｡
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